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ニホンカモシカ (Capricorniscris.ρus) 
の骨格に関する研究

IV-頭蓋(頭蓋骨・顔面骨〉について

松尾信一・森下芳臣

信州大学農学部 家畜生体機構学研究室
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ニホンカモシカ (Capricorniscris，ρus)の骨格の形態学的研究の一環として，前肢骨7)

後肢骨8)および胴骨〈脊柱・肋骨・胸骨)10)に引き続き，今回は頭蓋〈頭蓋骨・顔面骨〉につ

いて調査研究を行ない，主題の研究を完成させた。本研究によって，ニホンカモシカの骨格

に関する研究と日本における最初の骨格解剖図譜が作成されたわけである。

材料および方法

今回，調査研究したニホ γカモシカの頭蓋の骨格標本は，幼齢 (6-8カ月〉から老齢に

至る58頭を材料とした。それらは Table1.に示しであるo ニホンカモシカの年齢について

は，松尾・大島6) (1983)による推定法を用いた。

Table 1. Data obtained from }apanese、serows.

Serows I Sex 恥-dw Age and length of 10..."...."'，.，"'"，，*1 incisor (cm〉 |Pregnancy*|Capturedspot 

57SE05 F 16.2 × Iijima 

57SE07 F 21. 2 × Iijima 

57SE26 F 34.4 × Ina 

57SE36 F 24.7 6-8mo. × Ina 

57SE39 M 21. 3 一 Ina 

57SE45 M 13.8 一 Komagane 

57SE46 F 14.4 × Matsukawa 

57SE09 F 35.1 × Iijima 

57SE12 F 38.6 × Ina 

57SE33 M 35.5 一 Ina 

57SE02 M 33.5 一 Iijima 

57SE27 M 32.0 一 Ina 

57SEll F 41. 7 O Ina 

57SE16 F 54.2 O Ina 
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57SE17 M 36.7 3yr. 7-8mo. Ina 

57SE29 F 32.3 × Ina 

57SE35 M 37.1 一 Ina 

57SE41 F 46.5 O Komagane 

58SE23 F 33.9 × Ina 

58SE68 M 34.7 Komagane 

57SE20 M 35.0 1. 05 Ina 

58SE07 M 42.8 1. 05 Ina 

57SE48 F 31. 0 1. 05 × Matsukawa 

57SE13 F 43.2 1. 04 × Ina 

58SE33 F 40.8 1. 03 O Ina 

57SE44 M 35.7 1. 02 Komagane 

57SE42 F 35.1 1. 00 O Komagane 

57SE28 F 48.4 0.98 O Ina 

57SE15 h在 40.6 0.98 Ina 

57SE25 F 38.8 0.96 × Ina 

57SE47 F 43.2 0.96 O Matsukawa 

57SE10 M 32.0 0.95 Iijima 

57SE23 F 45.2 0.95 × Ina 

57SE40 F 39.9 0.92 O Ina 

57SE03 F 45.1 0.'90 O Iijima 

57SE38 F 39.3 0.89 O Ina 

57SE04 F 39.9 0.88 O Iijima 

57SE50 F 38.6 0.88 O Matsukawa 

57SE14 F 39.9 0.88 
(cm) 

O Ina 

57SE21 F 44.9 0.83 O Ina 

58SE55 M 44.6 0.81 Matsukawa 

58SE08 F 37.2 0.80 × Ina 

58SE05 F 39.2 0.75 × Ina 

57SE49 F 37.0 0.73 O Matsukawa 

58SE02 M 34.7 0.73 Ina 

57SE06 M 34.4 0.68 Iijima 

57SE32 M 41. 3 0.68 Ina 

57SE01 F 35.3 0.60 × Iijima 

58SE46 M 37.1 0.57 Iijima 

57SE22 M 33.8 0.55 Ina 

57SE34 F 44.2 0.53 O Ina 

57SE43 M 31. 2 0.53 一 Komagane 

57SE30 F 46.2 0.50 O Ina 

57SE08 F 43.2 0.46 × Iijima 

57SE18 M 34.4 0.46 Ina 

57SE19 F 41. 5 0.26 O Ina 

57SE31 F 48.8 0.26 O Ina 

57SE37 F 36.3 0.13 O Ina 

* x: non-pregnancy， 0: pregnancy 
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骨格の調査研究に当っては，加藤5) (1979)， Nickelら11)(1977)や Getty2)(1975) の

家畜解剖書のウシ，ヒツジ，ヤギ等の反努類家畜についての記述を基礎事項として，家畜解

剖学用語3)， CNomina Anatomica Veterinaria JaponicaJ (1981)に準拠して行なった。

さらに， Schmaltzl3) (1929)， Zietzschmannら14)CEllenberger & Baum 1943)， May9) 

(197Q)や加藤4) (1951)の家畜解剖書の記述も参考とし，当教室のウシ，ヤギ， ヒツジ，ブ

タ，ウマおよびイヌの骨格標本との比較も行なった。

骨の計測は，ノギスと物差を使用し， Driesch1) (1976)の反須類家畜の骨格計測を基準

として行なった。なお， Figs.1-36に示したニホンカモシカの頭蓋は Figs.1， 34-36は57SE

25， Figs. 2-4， 9は58SE05，Fig. 5は58SE55，Fig. 6は57SE08，Fig. 7は57SE03，Fig.8 

は57SE44，Figs.10-13， 16-31は58SE23，Figs.14， 15， 32， 33は57SE26の個体を用い

た。

結果および考察

家畜解剖学では，頭蓋を頭蓋骨と顔面骨に分けているので，それに従って分類した。頭蓋

骨 Ossacranii C発生学的には神経頭蓋 Neurocraniumを主要構成とする)，と顔面骨 08sa

faciei C発生学的には内臓頭蓋 Vicerocraniumを主要構成とする〉を下に分類して示す。

比較解剖学では鼻骨，涙骨，腹鼻甲介骨は神経頭蓋に属している口また，翼状骨や鋤骨を顔

面骨に入れている家畜解剖書もあるo

頭蓋骨 OS8acranii 

後頭骨

頭頂間骨

底蝶形骨

Os occipitale 

Os interparietale 

08 basisphenoidale 

前蝶形骨 08pre8phenoidale 

翼状骨 08pterygoideum 

側頭骨 08temporale 

頭頂骨 08parietale 

前頭骨 Osfrontale 

飾骨 08ethmoidale 

鋤骨 Vomer

顔面骨 08safaciei 

鼻骨 08na8ale 

涙骨 08lacrimale 

上顎骨 Maxilla

腹鼻甲介骨，Osconchae nasalis 

ventrali8 

骨

骨

骨

骨

骨

歯切 Os inci8ivum 

08 palatinum 

Os zygomaticum 

Mandibula 

Os hyoideum 

口蓋

頬

顎下

舌

上記の中で頭頂間骨は成体では後頭骨や頭頂骨と癒合するため，不明確となる。また，後

頭骨，頭頂間骨，底蝶形骨，前蝶形骨，鋤骨は1個〈不対骨)，他の骨は2個(左右に各l

個)からなっている。ニホンカモシカ〈以下カモシカ〉でも上記のように分類できた。

カモシカの頭蓋の各部の計測の結果を Table2.に示した。なお，計測には切歯がすべて

換歯した成獣を用いた。

カモシカの頭蓋の形態は，外観的にはヤギやヒツジの頭蓋に類似していた。カモシカの頭

蓋では，有角のヤギやヒツジのものに比べる左，比較的小形の角〈骨格としては前頭骨の角

突起〉が雌雄ともに存在していた。

頭蓋の骨の外板 CLaminaexterna)，板間層 CDiploe)，内板 CLaminainterna)の中で
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Table 2. Measurements of cranium in adult Japanese serows (mm) 

Male Female 
Bone 

Mean土S.E. Mean土S.E.

Cranium 

1. Profile length 229.05土1.89(11) 228.25土1.28(22) 

2. Basal length 204. 29:t1. 86(12) 205. 19土0.96(26)

3. Premolare -Prosthion 59. 68:t0. 62(13) 61. 58:t0. 61(26) 

4. Viscerocranium length 111.93土0.80(13) 113.18土0.97(26)

5. Median frontal length 132. 13土0.92(11) 133.31土0.56(24)

6. Greatest length of the nasals 67.03土0.88(13) 62.73土1.09(26) 

7. Dentallength 122.08土1.06(13) 125.53土0.70(26)

8. Lateral length of the premaxi1la 62.50土0.81(13) 63.24土0.53(26)

9. Length of the cheektooth row 70.22土1.12(13) 71. 36土0.61(26)

10. Greatest mastoid breadth 67.32土0.63(11) 68.52土0.21(23)

11. Greatest breadth of the occipital condyles 43.75土0.49(13) 43.56土0.36(26)

12. Greatest breadth at the bases of the paraocci・

pital processes (processus paracondylaris) 60. 55:t0. 55(13) 60. 48:t0. 41(23) 

13. Greatest breadth of the foramen magnum 22.02土0.33(13) 21. 91土O.19(24) 

14. Height of the foramen magnum 19.13土0.24(13) 18.78土0.21(24)

15. Least breadth of parietal本 28.25土0.94(11) 25.69土0.57(25)

16. Greatest breadth between the lateral borders 

of the horncore bases 69. 76:t0. 61(10) 69.88土0.69(19)

17. Greatest neurocranium breadth 63.40土0.61(11) 63.49土0.33(25)

18. Greatest breadth across the orbits 99.36土0.85(9) 99.81土0.62(23)

19. Greatest breadth across the premaxi11ae 36. 98:t0. 53(13) 37.34土0.64(23)

20. Greatest (oro・aboral)diameter of the horncore 

base 22.63土0.40(10) 22. 38:t0. 40(19) 

21. LeasJ (latero・medial)diameter of the horncore 

base 22.07土0.31(10) 23.10土0.51(19)

22. Greatest breadth across the zygomatic arch 101.60:t0.87(12) 102.42土0.57(26)

Mandible 

1. Length from the angle 177.38土1.31(13) 179.62土0.82(26)

2. Length of the cheektooth row 74.56土1.38(13) 75.96土0.58(26)

3. Length of the diastema 42.99土0.62(13) 42.94土0.56(26)

4. Aboral height of the vertical ramus 70.21土1.07(12) 71. 18:t0. 63(21) 

5. Middle height of the vertical ramus 65.23土0.96(12) 66.17土0.67(21)
6. . Oral height of the vertical ramus 92.41土1.36(12) 92.85土0.94(21)

7. Height of the mandible behind M3 31. 23土0.57(13) 32.93土0.41(26)

* Significant differences between both sexes : Pく0.05， ( ): case 

カモシカでは板間層が非常に薄く，これに比べて，ヤギで、は板間層の厚い部位が多かった。

このため頭蓋背壁をとり除いた場合，側頭骨鱗部 (Parssq uamosa)後方から後頭骨にかけ

ての骨の厚さは，カモシカでは非常に薄く，ヤギやヒツジではかなり厚くなっていた。
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土本ら12)(1982)はカモシカの頭蓋を計測形態学的に調査研究し，成獣雄では基底顔面軸

長，後頭骨高，角突起長に，雌では切歯骨長，上顎並びに下顎の歯隙長にそれぞれ有意の差

があり，雌雄鑑別が可能であると報告しているo 筆者らも土本らの報告について追試中であ

るが，今回はカモシカの頭蓋の解剖学的特徴と解剖図譜の完成を主目的として研究を行なっ

た。

今回の解剖学的研究では，カモシカの頭蓋の外観からは明確な雌雄差は殆んど認められな

かった。しかし，詳細に観察すれば，後頭骨項稜などで雌雄差と考えられる特徴を認めるこ

とができそうである。

I 頭蓋 Cranium

頭蓋の背面 CFig.2)

カモシカの頭蓋の背面は，後頭骨後頭鱗(頭頂部)，頭]真骨，前頭骨，鼻骨および切歯骨

からなっていた。頭頂間骨は後頭骨や頭頂骨と癒合しているため，成体には存在しなかった。

背面で，カモシカとヤギやヒツジとの明確な差違が認められたのは，後頭骨，頭頂骨，前

頭骨，鼻骨および切歯骨であった。カモシカの頭蓋はウシのように前頭骨の著しい発達によ

って，頭頂骨が頭蓋後壁に位置するようなことはなかった。

家畜の頭蓋の方向についての著者の意見:従来の家畜解剖学では骨を死後のものとして観

察しているため，頭蓋の背面という用語が用いられ，講義または説明上便利であるo 従って，

ウシの頭蓋の背面の大部分は前頭骨で占められていると説明されてきた。しかし，生きてい

る家畜を観察してみると，従来，骨として平面に置かれた頭蓋の位置は450 までくらいの範

囲で移動するので，ウシは勿論，カモシカ，ヤギ， ヒツジなどの前頭骨は前面を向き，将し

く前頭部を占める前頭骨となり，頭頂骨は頭頂部を，後頭骨は後頭部に位置していて名称に

ふさわしいことになる。すなわち，家畜(動物〉によっては，背面を前面という用語に変え

た方が合理的ではなかろうか。 Getty2) (1975)の家畜解剖書はウシでは frontalsurface 

〈前面)，ウマでは dorsaleor frontal surface C背面または前面〉と記している。

ガモシカの後頭鱗(頭頂部)の範囲はヤギと同じ程度で， ヒツジのものより狭かった。カ

モシカの後頭骨外後頭隆起の頂点であるイニオン lnion附近の形は雌で広く，雄でやや狭

い傾向を認めた。

カモシカの頭頂骨は頭の背部(前面の上部〉の中央よりやや後方の広い範囲であった。ヤ

ギやヒツジの頭頂骨の範囲はカモシカのものより狭かった。頭頂骨の最前部は，ヤギはカモ

シカと同じく，頭蓋の背面〈前面〉中央よりやや後から，最後部はカモシカのものよりも前

位置で終り， ヒツジの頭頂骨の位置はカモシカやヤギに比べて，はるかに背面後位〈前面の

頭頂部〉よりに位置していた。カモシカの側頭線 CLineatemporalis)はヤギのものほど明

瞭ではないが，存在していた。カモシカの左右の側頭線の幅はヤギ(狭〉とヒツジ〈広〉の

中間であった。カモシカの成体の頭頂骨で矢状縫合 CSuturasagittalis)のものが 2例

(約5%)認められた。

カモシカの頭蓋の最大幅は， 頬骨弓 CArcuszygomaticus)から眼寓下縁 CMargoin-

fraorbitalis)にかけての左右の両端聞の距離であった。ヤギでは眼高下縁聞の距離，ヒツジ
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では眼寓後縁の前頭骨頬骨突起 CProcessuszygomaticus)の両端聞の距離が頭蓋での最大

幅で、あった。

カモシカの角突起 CProcessuscornualis)は，前頭骨の後外側に位置し，円錐形で，雌

雄ともに存在していたo カモシカにはウシの左右の角突起の聞に存在する角間隆起 CPro-

tuberantia intercornualis)は認められなかった。左右の角突起内側聞の距離はカモシカ

とヤギでは3cm，ヒツジでは4.5cm程度で、あり，カモシカやヤギに比べて，ヒツジの角突起

は頭蓋の外側に位置していることが判る。

眼寓上孔 CForamensupraorbitale)の位置は，眼簡上縁からカモシカとヒツジで1.5cm， 

ヤギで2.5cmで、あった。カモシカでは眼寓上孔の前位の眼寓上溝 CSulcussupraorbitalis) 

の中に小孔が存在していた。また，カモシカではヤギやヒツジよりも眼嵩上溝が明瞭に存在

していた。

カモシカの前頭涙骨縫合 CSuturafrontolacrimalis)はヤギと同様にジグザグ状であり，

ヒツジのものは線状であった。その長さはカモシカとヒツジで約4cm，ヤギでは3cmく

らいであった。
2 

カモシカの鼻骨は6-----6. 5 cmくらいで，ヤギやヒツジに比べて百程度の長さであった。

カモシカの鼻骨の先端がウシのもののようにニ叉に分わていて，鼻骨切痕 CNickelら11)19 

77は内側の突起に Proc.rostralis medialis・内側前突起と外側の突起に Proc.rostralis 

lateralis・外側前突起という用語を用いている〉となっているものが約30%の個体で認めら

れた。

カモシカの前頭鼻骨縫合 CSuturafrontonasalis)は縫合が緩く，成体のものでも離れやす

かったが，これに比べて，ヤギ， ヒツジ，ウシでは比較的強固な縫合であった。上記縫合の

状態は3種の動物で、異なっていた。

カモシカの鼻骨と上顎骨と涙骨との聞の間隙には，反努類家畜と同様に，鼻上顎裂 CFis-

su ra nasomaxillaris)や鼻涙裂 CFissuranasolacrimalis) [従来は泉門 Fonticuliとされ

ていた部位〕が存在していた。

2 頭蓋の側面 CFigs.1， 6) 

カモシカの頭蓋の側面は，前頭骨の角突起を頂点とする三角形で，ヤギのものに類似して

いたが，ヤギの方がカモシカよりも頂点の位置が高かった。ヒツジの頭蓋では，頭頂部から

前方への傾斜が小さく，鼻骨は少し隆起しているので，前頭骨と鼻骨の上端の線は水平に近

い状態であった。

側面で，カモシカとヤギやヒツジとの明確な差違は，切歯骨，上顎骨，涙骨，頬骨，側頭

骨，後頭骨，眼寓および各骨聞の縫合状態で認められた。

カモシカの切歯骨はヤギやヒツジのものより小形で，上顎切歯骨縫合 CSutura maxil1o-

incisiva)の長さは，カモシカで約4cm，ヒツジで5.5cm，ヤギで5.5'"'"'6.0cmで、あった。

カモシカの切歯骨は反努類家畜と同様に鼻骨と縫合していなかった。

上顎骨の顔結節 CTuberfaciale)はヒツジでは結節状によく発達し，カモシカとヤギで

は隆起状であった。

カモシカの涙骨上顎縫合 CSuturalacrimOlnaxil1aris)は，前端部でヤギやヒツジに類

似し，腹位ではヤギやヒツジに比べて最も長かった。
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カモシカの頬骨上顎縫合 CSuturazygomaticomaxillaris)はヤギやヒツジよりもジグザ

グの程度が甚しかった。

カモシカの涙骨頬骨縫合 CSuturalacrimozygomatica)は約2cmで，ヤギ〈約2.5'"'"'3.5

cm)に比べて短かかった。

カモシカの眼寓 COrbita)が頭蓋の中で占める位置はヒツジのものより前位にあり，ヤギ

とほぼ同じ位置にあった。限簡口 CAditusorbitae)は，カモシカ，ヤギ， ヒツジともにほ

ぼ円形であり，頭蓋の大きさに比べると，ヒツジが最も大きくて，直径で約4cm，カモシカ

とヤギでは約3.5cmで、あった。限簡下縁 CM.argoinfraorbitalis)はカモシカのものに比べ

て，ヤギやヒツジでは前外方への突出が著しかった。このため，ヤギの頬骨外面は深く内腹

方に凹んでいて， μ外頬骨寓1/ CFossa zygomaticus externa)という用語を使用してよい程

であり，一方，カモシカでは上記のように凹んでいず，ヒツジはカモシカとヤギの中間の程

度の凹であった。

カモシカの外涙寓 CFossalacrimalis externa)は眼簡下腺 CGlandulainfraorbitalis) 

を納める部位で，涙骨外面で大きく凹んでいた。ヒツジにも外涙簡は存在していたが，カモ

シカの外涙需が涙骨だけで形成されているのに対し， ヒツジでは涙骨腹部と頬骨背部から形

成されていた。ヤギやウシには外涙簡は存在しなかった。

カモシカの眼簡下孔 CForameninfraorbitale)は上顎第1前臼歯Plの上方に位置し，孔

はヤギやヒツジのものより小さかった。この孔はヤギやヒツジでは上顎第2前臼歯 P2の上

方に存在していた〈上記の前臼歯の番号は比較解剖学的ではなく，反第類の実用解剖学的順

番を記しである〉。

眼需後縁後端と頬骨弓との交点の角度は，カモシカとヤギで60
0
くらい， ヒツジで45

0
程度

であり，カモシカの幼若のものほど900 に近い状態であった。

側頭骨の頬骨突起 CProcessuszygomaticus)と岩様部 CParspetrosa)はともに，カモ

シカが最も小さく， ヒツジ，ヤギの順に大きかった。

カモシカの外耳孔 CPorusacusticusexternus)は，ヤギと同様に外側(真横〉に閉口し

ていたが，ヤギの方が孔がはるかに大きかった。ヒツジではやや前外側に，ウシでは前外側

下方に向って閉口していた。

カモシカの後頭骨頼芳突起 CProcessusparacondy laris)は，外側からみると，頂点を下

に向けた鋭角三角形， ヒツジやヤギではコンマ状に近い形で，コンマの先端はやや前内側を

向き，ヤギのものは大きくよく発達し，ウシのものは太く，内側腹方に轡曲していたく後頭

骨頼芳突起は従来，多くの家畜解剖書で後頭骨頚静脈突起とされていた部位である〉。

3 頭蓋底 CFigs.3，8， 9) 

カモシカの頭蓋底は，外頭蓋底 CBasiscranii externa)と内頭蓋底CBasiscranii inter-

na)に分けられる。

① 外頭蓋底

外頭蓋底は，頭蓋腔底部，後鼻孔部，口蓋部の3部を区別する。

a 頭蓋腔底部

家畜解剖用語3)CN. A. V. ]. )や Nickelら11)では，反努類家畜には破裂孔， CForamen 

lacerum) はなくて， 蝶鼓室裂 CFissurasphenotympanica)， 錐体後頭裂 CFissura
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petrooccipi talis)や鼓室後頭裂 CFissuratympanooccipitalis)が存在するとなっている

が，カモシカには破裂孔が存在していた。

カモシカの破裂孔は底蝶形骨， 後頭骨底部 CPars basilaris) と側頭骨鼓室部 CPars 

tympanica)の聞に， 縦長い腔所が存在し， 後部では頚静脈孔 CForamenjugulare)と

共通の孔となっていたが，前部では卵円孔 CForamenovale)とは隔離されていた。プタや

ウマの破裂孔は頚静脈孔や卵円孔と共通の腔所を形成している。

カモシカの卵円孔は反努類家畜と同様に，眼寓正門孔 CForamenorbitorotundum)の

後位で，蝶形骨の翼に存在していた。カモシカの卵円孔は前後に細長い楕円形， ヒツジやヤ

ギのものはほぼ円形であった。

カモシカの側頭骨鼓室胞 CBul1atympanica)は小形で多数の小突起が存在していたが，

ヤギ， ヒツジ，ウシのものは大形で、，丸味を帯びていた。

カモシカの後頭骨底部の筋結節 CTuberculummusculare)は前部と後部に各1対存在

していたo すなわち，後頭穎に接近して 1対と，さらに，その前方の底蝶形骨に近い部位に

1対の合計4個あった。ヤギのものもカモシカに類似していた。ヒツジとウシでは筋結節は

前方にあるよく発達した1対だけであった。カモシカの頭長筋は前部のものに附着していた。

カモシカの後頭骨後頭頼 CCondylusoccipitalis)はヒツジのものより小さく，ヤギのも

のが3種の動物中で最も大形であった。

カモシカの飾骨孔 CForamenethmoidale)の眼簡内の位置はヤギと同程度で， ヒツジの

ものより低かった。

カモシカの眼簡上孔 CForamensupraorbitale)の眼簡内での開口部は，限筒縁に近い部

位で，ヤギやヒツジに比べて，外側に位置していた。

b 後鼻孔部

カモシカの後鼻孔 CChoanae)はブタのものに比べて非常に狭く，反須類家畜の特徴と同

じ形態をしていた。

しかし，カモシカの口蓋骨垂直板 CLaminaperpendicularis)の腹部〈下方〉と底蝶形

骨翼状突起 CProcessuspterygoideus)の腹部が，ヤギやヒツジの場合より，やや外側に

開いていた。

C 口蓋部

カモシカの口蓋骨水平板 CLaminahorizontalis)は，ヤギと同程度の長さであり，ヒツ

ジは両者よりやや短かかった。

口蓋上顎縫合 CSuturapalatomaxil1aris)の部位に，大口蓋孔 CForamenpalatinum 

majus)が左右1対あり，その位置は第1後臼歯M1と第2後臼歯M2の境界部の口蓋に位置

していた。この部位はヤギでは第2後臼歯M2と第3後臼歯M3との境界部に， ヒツジでは第

3後臼歯M3の前葉の部位であった。ウシのものは口蓋骨水平板上の上顎第2後臼歯M2と第

3後臼歯M3の境界部に位置していた。

また，カモシカには小口蓋孔 CForaminapalatina minora)が左右1対存在していたロ

その位置は大口蓋孔より，後方の口蓋骨水平板上にあったD

口蓋上顎縫合の形は，口蓋骨から上顎骨に向って，カモシカは地形，ヤギA形， ヒツジは

両者の中間形と差違を認めた。
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カモシカやヒツジの上顎骨口蓋突起 CProcessuspalatinus)と口蓋骨水平板は，やや背

方に凹んでいたが，ヤギでは正中線部において，カモシカのものより，さらに深く凹んでいた。

カモシカの上顎骨前位の両端の幅はヒツジと同程度で，ヤギでは前2者に比べて狭くなっ

ていた。

切歯骨口蓋突起 CProcessuspalatinus)はカモシカが最も短く，ヤギが最も長く，ヒツジ

は両者の中間であった。

② 内頭蓋底

内頭蓋底は，前頭蓋簡 CFossacranii rostralis)，中頭蓋鶴 CFossacranii media)，後頭

蓋寓 CFossacranii caudalis)に分けられる。

前頭蓋簡は前蝶形骨の頭蓋腔面を主体とする部位である。カモシカの箭骨簡 CFossaeeth-

moidales)はヤギやヒツジのものより浅く，左右の飾骨寓の間の鶏冠 CCrista galli)は，カ

モシカでは細くて板状，ヤギやヒツジでは太くて柱状であった。筋骨簡の大きさは3種の動

物間であまり差違はみられなかった。

中頭蓋需は，底蝶形骨を主体とする頭蓋腔の部位であるo 視神経の交叉する交叉溝 CSul.

cus chiasmatis)の範囲は，カモシカでは狭く，ヤギやヒツジで、は横に広かった。

交叉溝から後方のトルコ鞍 CSellaturcica)への傾斜の程度は， カモシカがゆるやかなる

に対し，ヤギではほぼ直角に傾斜していた。カモシカのトルコ鞍の範囲はヤギよりやや広か

ったo

カモシカの下垂体簡 CFossahypophysialis)は丸い凹みで，鞍背 CDorsumsellae)も小

突起状であった。一方，ヤギの鞍背はカモシカに比べて板状に大きくよく発達しているため，

ヤギのトルコ鞍は深く位置しているような様想を呈していた。

カモシカの卵円孔は106頁に記した。

後頭蓋簡では，カモシカの斜台 CClivus)は前後の 2部位に分れていたが，その区分は浅

かった。この斜台の前の凹みは橋 CPons)を，後の凹みは延髄を入れる部位である。

4 頭蓋の後面 CFig.4)

カモシカの頭蓋の後面は，ヤギやヒツジと同様に，後頭骨で占められていた。ウシの後面

は，頭頂骨，頭頂間骨および後頭骨の癒合したもので占められていた。

カモシカの頭蓋後面は，結局，後頭骨に相当し，後頭鱗，外側部〈有対〉および底部の 3部

に分けられる。カモシカやヒツジの後頭骨に比べて，ヤギのものは，はるかに大形であった。

① 後頭鱗 Squama occipitalis 

カモシカ，ヤギ， ヒツジとも後頭鱗がよく発達し，カモシカとヤギでは後頭鱗頭頂部が頭

頂骨に向って突出し，ラムダ縫合 CSuturalambdoidea)をしていた。ヒツジの若齢のもの

では，後頭・頭頂骨縫合はラムダ縫合(鋸状縫合〉でなく，線状の縫合であったが，成体の

ものでは上記縫合は不明瞭であった。ウシでは出生後，頭頂間骨は後頭鱗と癒合し，ラムダ

縫合によって，外側部と分かれていた。

カモジカの外後頭隆起 CProtuberantiaoccipitalis externa)はヤギやヒツジのもの程，

結節の状態が大きく発達していなかった。一方，カモシカの外後頭稜 CCristaoccipitalis 

externa)はヤギやヒツジのものに比べて，鮮明な稜線を形成していた。

②外側部 Parslateralis 
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カモシカやヒツジの外側部は，ヤギのものに比べて小さく，ヤギでは下方がとくに大きく

なっていた。

カモシカの後頭穎 (Condylusoccipitalis)の大きさは，ヒツジと同じ程度で， ヤギのも

のは関節面で，カモシカの約3倍くらい大きかった。しかし，大孔 (Foramenmagnum) 

の大きさは，カモシカで約2cmくらいで， ヒツジやヤギのものと同程度であり，脊髄の大

きさは3種の動物とも同じ程度であるわけである口

穎穿突起〈旧・頚静脈突起〉は頭蓋の側面の項105頁に記述しである。

カモシカやヒツジの背頼寓 (Fossacondylaris dorsalis)は明らかに存在し，ヤギでは不

明瞭であった。また，カモシカの背穎嵩に，左右ともに小孔の存在する個体が多かった。

カモシカの乳突孔 (Foramenmastoideum)は明瞭に存在するものと，不明瞭なものが

あった。ヤギやヒツジでは乳突孔は明白に存在していた。

③底部 Pars basi1aris 

カモシカの後面の底部は，後頭骨底部に当る。カモシカやヒツジの底部は，外側部と同様

に小さく，ヤギでは大形であった。

カモシカの腹穎簡 (Fossacondylaris ventralis)の大きさはヒツジと同程度であり，ヤ

ギのものは3倍くらい大きかった。

カモシカとヤギの筋結節は前位と後位にそれぞれ1対存在し，前位のものは後頭骨と底蝶

形骨の境界部の後頭骨の腹面にあり，後位のものは後頭穎の直前の部位にあった。カモシカ

の筋結節は雌のものの方が雄のものより多少ともよく発達している傾向を認めた。ウシのも

のは1対で大きくよく発達し，左右の筋結節はカモシカなどに比べて，非常に接近して存在し

ていた。なお，カモシカとヤギの頭長筋(M.longus capi tis)は前位の筋結節に附着していた。

E 頭蓋骨 Ossa cranii 

後頭骨 Osoccipitale (Figs. 2， 4， 6， 9， 10-13) 

Figs.2， 4， 6， 9， 10-13に示したように後頭骨では，後頭鱗，頼穿突起，大孔，筋結節，

後頭頼，舌下神経管，背頼宿，腹穎需，外後頭隆起，外後頭稜，項稜，穎管，横洞溝，外側

部，乳突縁，頭頂縁，内後頭稜および虫圧痕の各部位を確認した。

大孔 Foramen magnum (Figs.3， 4， 9-11) 

カモシカの大孔の大きさは 2cmくらいで，ヤギやヒツジと同じ程度であった。大孔の

形は角のとれた四角形，楕円形，三角形，半円形と種々であった。

項稜 Crista nuchae (Figs.4， 10) 

カモシカの項稜は，ウシのような線状(項線 Lineanuchae)ではなく，明らかな稜状でそ

の上に項靭帯付着のための凹みがあった。ヤギやヒツジでは結節状で，後方に突出していた。

外後頭隆起 Protuberantia occipitalis externa (Figs.4， 10) 

カモシカの外後頭隆起は，外後頭稜の頂上にあたる部位でその頂点であるイニオγlnion

も存在していた。カモシカのものは項稜よりも隆起し，ヤギやヒツジのものは項稜より凹ん

でし、た。

外後頭稜 Crista occipitalis externa (Figs.4， 10) 
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カモシカの外後頭稜は，後頭の後面の正中線で鮮明な稜線として存在していたが，ヤギや

ヒツジのものは発達が悪かった。

後頭穎 Condylus occipitalis (Figs.4， 6， 9， 10， 13) 

後頭頼は稜により背部(後方〉と腹部〈前方〉に分かれている。背部はカモシカ， ヒツジ，

ウシでは背外側から腹内側に傾斜した紡錘形で、あったが，ヤギのものはカモシカに比べて非

常に大きくく面積で3倍)，不正直角三角形であったo 腹部は，ウシでは背部よりさらに広

い関節面で，前端が両側で隆起していたo カモシカでも多少ともこの傾向が認められた。腹

部もカモシカやヒツジのものに比べて，ヤギのものは 2~3 倍くらい大きかった。

穎芳突起 Processus paracondylaris (Figs.1， 4， 6， 10， 13) 

外側からみるとカモシカの穎芳突起は先端〈下端〉を頂点とした鋭角三角形であった。詳

しくは105頁に記述しであるo

筋結節 Tuberculum musculare (Figs. 3，13) 

筋結節については，頭蓋底 (106頁〉や頭蓋の後面 (108頁〉に記述してあるo

カモシカの後頭鱗の内面(腹面〉に，小脳テント付着のためのテント稜 (Cristatentorica) 

が存在していた。

2 頭頂問骨 08interparietale 

カモシカの幼齢のものについて調査したが，後頭骨や頭頂骨との区分はできなかったD

3 底蝶形骨 08basisphenoidale (Figs. 3， 5， 6， 8， 9， 11-13) 

Figs.3， 5， 6， 8， 9， 11-13に示したように底蝶形骨では，体， トルコ鞍，下垂体寓，鞍背，

翼，大脳面，梨状葉信，卵円孔，眼および上顎神経溝，翼状突起および翼突稜を確認した。

翼 Ala (Figs.12， 13) 

カモシカの底蝶形骨翼はほぼ外側〈真横〉に突出していたが，ヤギやヒツジで、は背外側ヘ

大きく突出していた。

底蝶形骨については，内頭蓋底 (107頁〉に記述しであるo

4 前蝶形骨 08pre8phenoidale (Figs. 5， 6， 8， 14， 15) 

Figs.5， 6， 8， 14， 15に示したように前蝶形骨では，体，蝶形骨隆起，交叉溝，翼および

視神経管の各部位を確認した。

交叉溝 Sulcus chiasmatis (Figs.8， 14) 

視神経の交叉する交叉溝の範囲は，カモシカで最も狭く，ヤギやヒツジで、は横広かったD

視神経管 Canalis opticus (Figs. 6， 15) 

カモシカの視神経管はヤギやヒツジのものと同程度の大きさであった。

5 翼状骨 08pterygoideum (Figs.3， 5， 6， 9， 31) 

Figs. 3， 5， 6， 9， 31に示したように翼状骨では，翼突切痕および翼突鈎を確認した口

カモシカの翼状骨は細長く，ヒツジは多少幅広く，ヤギではさらに広い板状であった。

カモシカとヒツジの翼突鈎 (Hamuluspterygoideus)は，明瞭な鈎状を呈し，やや後方

に向かつており，ヤギでは鋭く後腹方に向かつて突出じていた。

翼突切痕(lncisurapterygoidea)は， 翼状骨， 底蝶形骨翼状突起， 口蓋骨錐体突起

(Processus pyramidalis)によって形成され，カモシカやヤギでは深く， ヒツジでは非常

に浅かっFた。
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6 側頭骨~ ternporale (Figs.1， 3-6， 16，17) 

Figs.1， 3-6， 16， 17に示したように側頭骨では，岩様部，乳様突起，顔面神経管，内耳孔，

茎状突起，茎乳突孔，鼓室部，外耳孔，筋突起，鼓室胞，鱗部，頭頂縁，後頭突起，蝶形骨

縁，側頭稜，頬骨突起，側頭寓，関節結節，関節後突起および関節後孔の各部位を確認した。

カモシカの側頭骨は反努類家畜と同様に，岩様部，鼓室部および鱗部の3部に分かれてい

た。

①岩様部 Pars petrosa 

カモシカの岩様部は，ヤギに比べると非常に小さく， ヒツジよりやや大きい程度であった。

乳様突起 Processus mastoideus (Fig. 16) 

カモシカやヒツジの乳様突起は小形であり，ヤギのものは大きかった口この大きさの割合

は 3種の動物の後頭頼 (108，109頁〉の大きさに比例していた。

錐体内側面 Facies medialis partis petrosae (Fig.17) 

内耳孔 (Porusacusticus internus)や顔面神経管 (Canalisfacialis)の存在する錐体内

側面はカモシカでは，ヤギより小さく，ヒツジよりやや大きかった。

② 鼓室部 Pars tympanica (Figs. 1， 6， 16) 

外耳孔 Porus acusticus externus (Figs.1， 6， 16) 

外耳孔は105頁に記述しであるo

鼓室胞 Bulla tympanica (Fig.16) 

カモシカの鼓室胞は小さくて，多数の凹凸が存在していたが，ヒツジやヤギのものは丸く

て大きく，とくにヤギのものは大形であった。

③鱗部 Pars squamosa (Figs.1， 16) 

カモシカの鱗部は外耳孔の上部にあり，頭頂骨の腹位〈下端〉に存在していたが，ヤギや

ヒツジのものと間程度の大きさであった。

側頭稜 Crista temporalis (Figs. 1， 16) 

カモシカの側頭稜は，側頭線より連続し，側頭骨乳様突起を経て側頭骨頬骨突起に至る稜

であった。カモシカとヒツジのものは同程度の大きさであり，ヤギでは明瞭で、大きかった。

頬骨突起 Processus zygomaticus (Figs. 1， 16， 17) 

カモシカの頬骨突起の大きさは，ヒツジやヤギのものより少し小さく， とくに，ヤギでは

その先端は眼寄内に到達していたo カモシカでも， ヒツジやヤギと同様に，頬骨突起の基部

に側頭道 (Meatustempor叫is)に通じる副孔が存在していた。この穴はカモシカ，ヤギ，

ウシでは 1'"'-'2個， ヒツジで1個存在していた。

側頭寓 Fossa temporalis (Figs. 1， 3) 

カモシカの側頭需は， ヒツジやヤギのものと同じ大きさであった白

下顎需 Fossa mandibularis 

カモシカやヒツジの下顎簡はやや不明瞭であったが，ヤギには細長い明瞭な凹みが存在し

ていたo

関節後突起 Processus retroarticularis (Fig. 16) 

カモシカとヒツジの関節後突起は同じくらいの大きさであり，ヤギのものは多少大形で、あ
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ったo

関節後孔 Foramen retroarticulare 

カモシカ， ヒツジ，ヤギで関節後突起の外側に側頭道に通じる比較的大形の関節後孔が存

在していた。

7 頭頂骨 08parietale CFigs.2， 4， 18， 19) 

Figs. 2， 4， 18， 19に示したように頭頂骨では，内面，外面，後頭縁，鱗縁，前頭縁，頭頂

平面，側頭平面，側頭線および背矢状洞溝の各部位を確認した。

カモシカの頭頂骨の背部については， 103頁に記述しであるo

カモシカの頭頂骨内面CFaciesin terna)の背矢状洞溝CSu1cussinus sagittalis dorsalis) 

は，僅かであるが凹み〈溝〉として認められたが，ヤギでは不明瞭で、あった。

8 前頭骨 08frontale CFigs.1， 2， 4-6， 8， 20， 21) 

Figs. 1， 2， 4-6， 8， 20， 21に示したように前頭骨では，眼寓上縁，限簡上孔，眼窟上管，

眼寓上溝，箭骨切痕，鼻骨縁，頭頂縁，頬骨突起，矢状縁，角突起，角突起冠，角突起頚，

眼簡側頭稜，眼寓面，滑車寄，筋骨孔，前頭洞および前頭洞中隔の各部位を確認した。

カモシカの前頭骨の背面(前面〉正中線での長さは約7.5cm，ヤギでは8.0cm，ヒツジで

は9.0'"'-'9.5cmであった。頭蓋背面(前面〉では，カモシカとヤギの前頭骨の方が，頭頂部

の前位で頭頂骨と縫合するのに対し， ヒツジでは頭頂部の中位で頭頂骨と縫合するので，ヒ

ツジの前頭骨は頭蓋の比較的後方にまで存在していた。

カモシカの前頭骨の各部位の特徴については，頭蓋の背面の前頭骨の項103，104頁に記述

しである。

カモシカの前頭鼻骨縫合の特徴については，鼻骨112頁に記述しであるo また， カモシカ

の口蓋上顎縫合の特徴についても，頭蓋底の口蓋部106頁に記述しである。

9 節骨 osethmoidale CFigs.5， 14， 15) 
Figs.5， 14， 15に示したように飾骨では，飾板，鶏冠，垂直板，飾骨迷路，背鼻甲介およ

び中鼻甲介の各部位を確認した。

カモシカの鶏冠は薄い板状の隔壁であるのに対し，ヤギやカモシカの鶏冠は柱状の丈夫な

構造であった。

カモシカとヤギの節骨の形態は類似しており，中鼻甲介も反調類家畜と同様に甲介中最大

であったがカモシカの方がヤギのものより小形であった。

10 鋤骨 VomerCFigs. 14， 15) 

Figs.14， 15に示したように鋤骨では，中隔溝，鋤骨稜および鋤骨翼の各部位を確認した。

カモシカの鋤骨の長さは約10cm前後で，ヤギとほぼ同じ， ヒツジではこれより少し短か

かった。カモシカ，ヤギ， ヒツジとも鋤骨の中隔溝は前位で，切歯骨口蓋突起の中隔溝と接

合していた。また，鋤骨の前腹位は上顎骨と接合していた。

E 顔面骨 Ossafaciei 

鼻骨 O回nasaleCFigs.2， 5， 7， 23) 

Figs.2， 5， 7， 23に示したように鼻骨では，外面，内面，中隔突起および飾骨稜の各部
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位を確認した。

カモシカの鼻骨の長さは短くて， 6 ""'6. 5cm前後， ヤギでは8.5""'9. Ocm， ヒツジでは約

8.5cmと長かった。 カモシカとヤギでは正中線の部位で， 最も深く上顎骨と縫合し， ヒツ

ジでは正中線の部位より，やや外側よりのところで，上顎骨と深く縫合していた。

カモシカの鼻骨の先端部の形態の特徴については，頭蓋の背面104頁に記述してある。

2 涙骨 Oslacrimale (Figs. 1， 2， 6， 7， 32， 33) 

Figs. 1， 2， 6， 7， 32， 33に示したように涙骨では，眼寓面，顔面，鼻腔面，外涙簡，涙嚢

簡，涙孔，涙管および涙胞を確認した。

カモシカの涙骨は不正四角形 (3.5x2. 5cmくらい)，ヤギやヒツジでは，これより前後に

細長い四角形(ヤギで4.5'"'-'5.0x 1. 7cmくらい， ヒツジで4.0""'4. 5 x 1. 5cmくらしつであった。

カモシカの涙骨顔面(Faciesfacialis)の特徴は，大きく凹んで外涙簡 (Fossalacrimalis 

externa)を形成し，生体時には眼簡下腺 (Glandulainfraorbitalis)が納まってし、る。ヒ

ツジにも外涙簡が存在し，ヤギには存在しなかった。家畜聞の比較は104，105頁に記述しで

ある。(外涙寓は眼寓下簡 infraorbitalfossa ともいう〉。

カモシカの限寓面 (Faciesorbitalis)の特徴は，涙胞 (Bullalacrimalis)が大き〈よく

発達しており，ヤギやヒツジのものははるかに小さかった。

カモシカの涙骨と上顎骨や頬骨との縫合の特徴は104，105頁に記述しであるo

3 上顎骨 Maxilla(Figs. 1-3， 6， 7， 9， 26， 27) 

Figs. 1-3， 6， 7， 9， 26， 27に示したように上顎骨では，上顎骨体，顔面:顔結節，限簡下

孔，限嵩下管;翼口蓋面:上顎結節，上顎孔;鼻腔面:涙嚢溝，鼻甲介稜;上顎洞，頬骨突

起， 口蓋突起，鼻稜，歯槽突起，槽間縁および歯槽の各部位を確認した。

カモシカの上顎骨顔面(Faciesfacialis)では，顔結節や限簡下孔で， ヒツジやヤギとの

差違が認められた。

顔結節 Tu ber faciale (Figs. 2， 26) 

カモシカとヤギの顔結節は隆起状のものであり， ヒツジでは結節状であった。顔結節の位

置は，カモシカでは上顎第3前臼歯?と上顎第1後臼歯M1との境界部の上方，ヤギとヒツ

ジでは上顎第1後臼歯Mlと第2後臼歯M2の境界部の上方であった。

眼寓下孔 Foramen infraorbitale (Figs.1， 26) 

カモシカの眼寓下孔の大きさは，ヤギやヒツジのものより少し小形であった。 3種の動物

間で眼寵下孔の位置に差違があり， 105頁に記述しであるo

上顎骨翼口蓋面 (Faciespterygopalatina)の第3後臼歯M3聞の幅は， カモシカとヤギ

で約4.5cm，ヒツジで4.0cmで、あった。カモシカの口蓋突起 (Processuspalatinus)の特

徴などは107頁に，上顎骨と口蓋骨，涙骨， 頬骨， 切歯骨との縫合は104""'106頁に記述しで

あるo カモシカの翼口蓋面には，左右に上顎第1前臼歯pl，第2前臼歯P2，第3前臼歯p3，

第1後臼歯M1，第2後臼歯M2，第3後臼歯M3の歯槽が存在していた。

4 腹鼻甲介骨 Osconchae nasalis ventralis (Fig.30) 

従来は腹鼻甲介とか腹甲介といわれていた，鼻腔の中に存在する骨で，ヒトの下鼻甲介

(Concha nasalis inferior)に相当する。

頭蓋の前面からみると，薄い巻紙状の骨で，鋤骨の左右に1対存在しているo カモシカの
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腹鼻甲介骨は大きくよく発達し，次いで、， ヒツジで，ヤギのものが最も小さかった。

5 切歯骨 08incisivum (Figs. 1， 5， 22) 

Figs. 1， 5， 22に示したように切歯骨では，切歯骨体， 口蓋突起および鼻突起の各部位を

確認した。

切歯骨の鼻突起 (Processusnasalis)や口蓋突起の長さは，カモシカが最も短かく，ヒ

ツジ，ヤギの順に長かった。カモシカの切歯骨には反拐類家畜と同様に切歯は欠除していた。

カモシカの切歯骨と上顎骨との縫合は頭蓋の側面の項の104頁に，鋤骨との接合は111頁に

記述しである。

6 口蓋骨 Ospalatinum (Figs. 3， 5， 9， 24， 25) 

Figs.3， 5， 9， 24， 25に示したように口蓋骨では，垂直板，鼻腔面，上顎面，蝶口蓋切痕，

大口蓋管，錐体突起，飾骨稜，眼福突起，蝶形骨突起，水平板， 口蓋面，大口蓋孔，翼口蓋

簡，鼻稜および口蓋洞の各部位を確認した。

カモシカの蝶口蓋切痕 CIncisurasphenopalatina)は前蝶形骨とともに蝶口蓋孔 (Fora...，

men sphenopalatinum)を形成しているが，ヒツジのものの約半分くらいの大きさであり，

ヤギのものより大きかった。

カモシカの口蓋骨水平板，大口蓋孔，小口蓋孔や口蓋上顎縫合については，頭蓋底の口蓋

部106頁に記述しである。

7 頬骨 08zygomaticum (Figs.1， 3， 6， 28， 29) 

Figs. 1， 3， 6， 28， 29に示したように頬骨では，外側面，眼寓面，側頭突起，前頭突起お

よび眼簡下縁の各部位を確認した。

カモシカの眼簡下縁 (Margoinfraorbitalis)の頬骨体の部位は浅く凹んでいる程度であ

ったが，ヤギやヒツジでは深く凹んでいた。ヒツジでは外涙簡が頬骨体背部からも形成され

ており，カモシカの外涙簡は涙骨に存在していた。ヤギでは頬骨と涙骨の縫合部に，眼簡下

縁の前端の稜と連続した頬骨稜が存在するが，カモシカやヒツジで、は顕著で、なかった。

カモシカの頬骨と上顎や涙骨との縫合の特徴については，それぞれ105頁に記述しであるO

8 下顎骨 Mandibula(Figs.1， 34， 35) 

Figs. 1， 34， 35に示したように下顎骨では，下顎体，切歯部，オトガイ角，臼歯部，顔面

血管切痕，オトガイ孔，頬面，舌面，顎舌骨筋線，槽間縁，下顎枝，下顎角， ~交筋需，翼突

筋寓(ラテン語学名では Fossaet Fovea pterygoideaの別々の部位がある)，関節突起，

下顎頭，下顎頚，筋突起，下顎切痕，下顎孔および顎舌骨筋神経溝の各部位を確認した。

カモシカの下顎骨は逆L形(先端を左前にした場合 Fig.35)をしており，歯槽部内側で，

左右の下顎骨は下顎間軟骨結合 (Synchondrosisin termandi bularis)をしていた(反第

類の特徴〉。

下顎骨は，下顎体 (Corpusmandibulae)と下顎枝 (Ramusmandibulae)に分かれ，さ

らに下顎体は，切歯部 (Parsincisi va)と臼歯部 (Parsmolaris)を区別する。

カモシカの下顎骨は槽間縁 (Margointeralveolaris)を備え， 反須類家畜と同様に， 下

顎枝が高くそびえ， 筋突起 (Processuscoronoideus)は板状で，関節突起 (Processus

condylaris)よりもはるかに高く突出し，先端がやや後方に響曲していた。

カモシカのオトガイ孔 (Foramenmentale)は槽間縁の外側(頬面 Faciesbuccalis) 

すなわち，切歯部との境界近くに1から数個(主として2個〉存在していたo ヤギやヒツジ
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でも 2個存在する場合が多かった。

カモシカの顎舌骨筋線 (Lineamylohyoidea)はヤギやヒツジよりも一層不明瞭であった。

カモシカ， ヒツジ，ヤギの臼歯歯槽部の厚さは同じ程度であった。カモシカの臼歯部の前

位外側に1'"'-'2個の小孔が存在していた。

カモシカの下顎体の後位の外側の下顎第3後臼歯M3の下方に，下顎結節 (Tuber mandi-

bulare)が発達していた。ヒツジではこの下顎結節から稜線が下顎角にまで連続していた。

ヤギではこの結節は最も発達が悪く，粗面状の隆起であった。カモシカの下顎結節の発達に

よる雌雄の区別はできなかった。

カモシカの下顎枝前縁は下顎体に対して，垂直であったが，ヤギやヒツジはゆるやかに後

背方に向っていた。カモシカの下顎孔(Foramenmandibulae)の大きさは，ヤギやヒツジ

のものに比べて，はるかに小さかった。カモシカの下顎孔の下方に翼突筋簡(Fossaptery-

goidea)が存在していた。 カモシカの筋突起の長さは約3cmで， ヒツジやヤギでは約4

cmで、あった。

関節突起の下顎頭 (Caputmandibulae)は，ヤギが最も細長く，次いでヒツジ，カモシカ

の順に短かかった。また，下顎頭の形は，カモシカは不正四角形，ヤギやヒツジではカモシ

カよりも細長い四角形であった。カモシカの下顎頭の内側直下やや前方に翼突筋簡 (Fovea

pterygoidea)が存在していた。

カモシカの切歯部には左右に第1切歯11，第2切歯12，第3切歯13，第4切歯14(比較解

剖学的には犬歯Cに相当する〉に対する歯槽があり，臼歯部には下顎第1前臼歯P1第2前臼
0033 10033¥ 歯 P2，第3前臼歯P3，に対する歯槽が存在した。 カモシカの歯式は一一 (~~~~l 32本で
4033 ¥3133/ 

あった。

9 舌骨 08hyoideum (Fig. 36) 

Fig.36に示したように舌骨では，底舌骨(体)，角舌骨〔小角)，甲状舌骨〔大角J，上舌

骨および茎状舌骨の各部位を確認した。

カモシカの舌骨の構成は，反第類家畜のものと同様であった。しかし，底舌骨 CBasihyoi-

deum)には，舌突起 CProcessuslingualis)がウシのような突起状でなく，小さな塊状で

あった。茎状舌骨 (Stylohyoideum)の遊離端は鼓室舌骨 (Tympanohyoideum)(軟骨〉

となって側頭骨鼓室部の茎状突起と結んでし、る。

N 頭蓋の出入孔

1 後頭骨:大孔 Foramenmagnum，舌下神経管 Canalisnervi hypoglossi，穎管

Canalis condylaris，乳突孔 Foramenmastoideum，頚静脈孔 Foramenjugulare 

2 底蝶形骨と前蝶形骨:卵円孔 Foramenovale，眼信正円子LForamen orbitorotun-

dum，視神経管 Canalisopticus 

3 側頭骨:破裂孔 Foramenlacerum，側頭道 Meatustemporalis，関節後孔 Fora-

men retroarticulare，外耳孔 Porusacusticus externus， 内耳孔 Porusacusticus 

internus，筋耳管管 Canalismusculotubarius，茎乳突子LForamen stylomastoideum， 

顔面神経管 Canalisfacialis，鼓室神経小管 Canaliculustympanicus 
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4 前頭骨:飾骨孔 Foramenethmoidale，眼寓上孔 Foramensupraorbitale，眼寓

上管 Canalis supraorbitalis 

5 筋骨:飾板 Laminacribrosa (飾孔 Foraminacribrosa) 

6 涙骨:涙孔 Foramenlacrimale，涙管 Canalislacrimalis 

7 上顎骨:限寓下孔 Forameninfraorbitale，眼高下管 Canalisinfraorbitalis，歯

槽管 Canalisalveolaris，歯槽孔 Foraminaalveolaria，上顎孔 Foramenmaxillare 

8 口蓋骨:後口蓋孔 Foramenpalatinum caudale，大口蓋孔 Foramenpalatinum 

majus，大口蓋管 Canalispalatinus major，後鼻孔 Choanae，鼻涙管 Canalisnasolacri-

malis，蝶口蓋孔 Foramensphenopalatinum，小口蓋孔 Foraminapalatina minora 

9 下顎骨:下顎孔 Foramenmandibulae，下顎管 Canalismandibulae，オトガイ孔

Foramen mentale 

要約

ニホンカモシカの骨格の形態学的研究の一環として，前肢骨，後肢骨，腕骨(脊柱・肋骨

・胸骨〉に引き続き，今回は頭蓋について調査研究を行ない，図譜を作成した。

1. カモシカの頭蓋は頭蓋骨と顔面骨よりなり，頭蓋骨は後頭骨，頭頂間骨，底蝶形骨，

前蝶形骨，翼状骨，側頭骨，頭頂骨，前頭骨，飾骨および鋤骨から，顔面骨は鼻骨，涙骨，

上顎骨，腹鼻甲介骨，切歯骨， 口蓋骨，頬骨，下顎骨および舌骨から構成されていた。

2. カモシカの頭蓋には，雌雄ともに比較的小形の角(骨格としては前頭骨の角突起〉が

存在していた。カモシカの頭蓋骨の骨の厚さは，板間層が薄いため，ヤギに比べると非常に

薄かったD カモシカの頭蓋の最大幅は，頬骨弓から眼寓下縁にかけての左右の両端間の距離

であった。カモシカの頭蓋の中での眼自の占める位置は， ヒツジのものより前位に存在して

いた。カモシカの眼宿縁はヤギほど外側に突出していなかった。カモシカの頭蓋の縫合の状

態は，ヤギやヒツジよりも凹凸の程度が深かった。

3. カモシカの頭蓋骨では，次の部位でヤギやヒグジと差違が認められt.:..o 後頭骨:頭頂

部，項稜，外後頭隆起，外後頭稜，大孔，後頭穎，穎芳突起(多くの家畜解剖書で頚静脈突

起とされている部位)，筋結節。前蝶形骨と底蝶形骨:翼，交叉溝，視神経管， トルコ鞍，

鞍背，卵円孔。翼状骨:翼突切痕，翼突鈎。側頭骨:岩様部，乳様突起，鼓室胞，外耳孔，

破裂孔，側頭稜，頬骨突起，下顎情。頭頂骨:側頭線，背矢状洞溝口前頭骨:角突起とその

位置，鼻骨縁，眼簡上孔。飾骨:鶏冠，中鼻甲介の大きさ。鋤骨:ヒツジより長い。

4. カモシカの顔面骨では，次の部位でヤギやヒツジと差違がみられた。鼻骨:短い，上

顎骨との縫合部，先端がウシのように二叉になっている個体もいた。涙骨:外涙寓，涙胞。

上顎骨:顔結節，眼寓下孔，切歯との縫合部，口蓋突起。腹鼻甲介骨:大きさ。切歯骨:口

蓋突起。口蓋骨:!蝶口蓋切痕，大口蓋孔，小口蓋孔。頬骨:眼需前下壁。下顎骨:オトガイ

孔，下顎体と下顎枝の境界部に結節(下顎結節 Tubermandibulare)が存在，下顎校，筋

突起，関節突起，下顎頭，下顎孔。

5. カモシカの頭蓋の出入孔について記述した (114，115頁〉。家畜解剖学用語 (NAVJ)
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や Nickelらは，反観類家畜には破裂孔は存在しないとしているが， カモシカでは，後頭

骨底部，側頭骨および蝶形骨の聞に，破裂孔が存在していた。カモシカの破裂孔は後方で，

頚静脈孔と交通していたが，前方では卵円孔と隔離されていf.::.o

本研究は今回で終了し，ニホンカモシカの骨格に関する研究と日本における最初の骨格解

剖図譜を完成させた口骨の名称は家畜解剖学用語 (1981)に準拠した。
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PLATE 1 

Cranium of ]apanese serow. カモシカの頭蓋

Fig.1. Lateral view. X手側面

Fig.2. Dorsal view. 
7 
Xi5 背面

CRANIUM 頭 蓋

1. Fossa temporalis 1. 倶1 頭 簡

2. Arcus zygomaticus 2. 頬 骨 弓

3. Fissura in terincisi va 3. 切 歯 間 裂

4. Incisura nasoincisiva 4. 鼻切歯切痕

5. Fissura nasolacrimalis 5. 鼻 保 裂

6. Orbita 6. 眼 寓

7. OS OCCIPITALE 7.後 頭 メ日亘，

8. Squama occipitalis 8. 後 頭 鱗

9. Processus paracondy laris 9. 頼 穿 nブbミミ 起

10. OS TEMPORALE 10.側 頭 tf同i'!-. 

11. Porus acusticus externus 11. 外 耳 孔

12. Crista temporalis 12. 側 頭 稜

13. Processus zygomaticus 13. 頬 F同， 突 起

14. OS PARIETALE 14.頭 頂 骨

15. Linea temporalis 15. 倶i 頭 線

16. OS FRONT ALE 16.前 頭 F同， 

17. Foramen supraorbitale 17. 眼 宿 上 孔

18. Sulcus supraorbitalis 18. 眼 嵩 上 溝

19. Processus zygomaticus 19. 頬 よ同亘， 突 起

20. Processus cornualis 20. 角 突 起

21. Foramen ethmoidale 21. 簡 よ円亘千 孔

22. OS NASALE 22.鼻 tf同i'!-. 

23. OS LACRIMALE 23.訳 r!円五千

24. Fossa lacrimalis externa 24. 外 俣 寓

25. MAXILLA 25.上 顎 骨

26. Foramen infraorbitale 26. 眼 寄 下 孔

27. Tu ber faciale 27. 顔 結 節

28. OS INCISIVUM 28.切 歯 メ円亘千

29. OS ZYGOMA TICUM 29.頬 r!同:i'!-. 

30. Processus frontalis 30. 前 頭 突 起

31. Processus temporalis 31. 恨1 頭 突 起
32. MANDIBULA 32.下 顎 r!同:i'!-. 

33. Margo interalveolaris 33. ネ曹 間 縁

34. Foramen mentale 34. オ トガイ子L

35. Corpus mandi bulae 35. 下 顎 体

36. Ram us mandi bulae 36. 下 顎 枝
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カモシカの頭蓋〈下顎骨を除く〉

2 

Cranium of ]apanese serow Cwithout mandibula). 

Fig.3. Ventral巾 w.x長
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× Ca t Caudal view. 

CRANIUM 
1. Foramen mastoideum 
2. Fossa temporalis 
3. Arcus zygomaticus 
4. Foramen jugulare 
5. Foramen lacerum 
6. Fossa pterygopalatina 
7. Foramen palatinum majus 
8. Fissura palatina 
9. Fissura in terincisi va 
10. Choanae 
11. Orbita 
12. OS OCCIPIT ALE 
13. Foramen magnum 
14. Tuberculum musculare 
15. Squama occipitalis 
16. Condylus occipitalis 
17. Canalis n. hypoglossi 
18. Fossa condylaris dorsalis 
19. Fossa condylaris ventralis 
20. Processus paracondy laris 
21. Protuberantia occipitalis externa 
22. Crista occipitalis externa 
23. Crista nuchae 
24. OS BASISPHENOIDALE 
25. Foramen ovale 
26. OS PTERYGOIDEUM 
27. OS TEMPORALE 
28. Pars petrosa 
29. Processus styloideus 
30. Pars tympanica 
31. Processus zygomaticus 
32. Tuberculum articulare 
33. OS P ARIET ALE 
34. Linea temporalis 
35. OS FRONT ALE 
36. Processus corn ualis 
37. MAXILLA 
38. Su1cus palatinus major 
39. OS P ALA TINUM 
40. OS ZYGOMA TICUM 

Fig.4. 
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PLATE 3 

Cranium of ]apanese serow (without mandibula).カモシカの頭蓋〈下顎骨を除く〉

Fig.5. Medial view. ×立11 内側面

Fig.6. Cranial and orbital regions， lateral view. X 1
7
0 頭蓋部と眼簡部，外側面

CRANIUM 頭 蓋

1. Meatus temporalis 1. 恨i 頭 道

2. Clivus 2. 斜 ぷIコ之、

3. Foramen jugulare 3. 頚 静 脈 孔
4. Foramen lacerum 4. 破 裂 孔

5. Foramen sphenopalatinum 5. 蝶 口 芸.n:o‘ 子L
6. Foramen ethmoidale 6. 飾 A 日 孔

7. OS OCCIPITALE 7.後 頭 tf同!!. 

8. Condylus occipitalis 8. 後 頭 穎

9. Canalis condylaris 9. 頼 管

10. Canalis n. hypoglossi 10. 舌下神経管
11. Processus paracondylaris 11. 穎 穿 突 起
12. Su1cus sinus transversi 12. 横 洞 溝

13. OS BASISPHENOIDALE 13.底蝶形骨
14. Sella turcica 14. ト ノレ コ 鞍
15. Dorsum sellae 15. 鞍 背

16. Foramen ovale 16. 卵 円 子し
17. Processus pterygoideus 17. 翼 状 nアhミ: 起

18. Crista pterygoidea 18. 翼 打ブhミ 稜

19. OS PRESPHENOIDALE 19. 日U 蝶 形 F日， 

20. Canalis opticus 20. 視 神 経 戸日白

21. OS PTERYGOIDEUM 21.翼 状 tf日司令

22. Incisura pterygoidea 22. 翼 突 切 痕
23. Hamulus pterygoideus 23. 翼 突 鈎

24. OS TEMPORALE 24.側 頭 骨

25. Porus acusticus internus 25. 内 耳 孔

26. Porus acusticus externus 26. 外 耳 孔

27. Processus m uscularis 27. 筋 nブbミ 起

28. OS P ARIET ALE 28.頭 頂 メH丑，

29. OS FRONT ALE 29.前 頭 1t 
30. Canalis supraorbitalis 30. 眼 寓 上 戸日海

31. Septa sinuum frontalium 31. 前頭洞中隔
32. OS ETHMOIDALE 32.簡 ~ 豆，

33. OS NASALE 33.鼻 tf日!!. 

34. OS LACRIMALE 34.涙 骨

35. Fossa sacci lacrimalis 35 俣 嚢 寓

36. Foramen lacrimale 36. 保 孔

37. MAXILLA 37.上 顎 骨

38. OS CONCHAE NASALIS VENTRALIS 38.腹鼻甲介骨
39. OS INCISIVUM 39.切 歯 メ日註，

40. OS P ALA TINUM 40. 口 蓋 tf閃!!. 

41. OS ZYGOMA TICUM 41.頬 r日E王手
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PLATE 4 

Cranium of ]apanese serow. カモシカの頭蓋(鼻骨，切歯骨を除く〉

Fig.7; Nasal region， craniolateral view. X ca. 1 鼻部(左側)，前外側

Fig.8. Base of cranial cavity， dorsal view. くす 内頭蓋底

Fig.9. Base of cranial cavity，則dovento凶 view ×ca t 外頭蓋底
CRANIUM 頭蓋骨
1. Fossa cranii rostralis 1.前頭蓋笛
2. Fossae ethmoidales 2. 簡骨窟
3. Fossa cranii media 3. 中頭蓋嵩
4. Fossa cranii caudalis 4. 後頭蓋笛
5. Clivus 5. 斜台
6. Fossa pterygopalatina 6. 翼口蓋寵
7. Foramen palatinum caudale 7. 後口蓋孔
8. Choanae 8. 後鼻孔

9. Foramen sphenopalatinum 9. 蝶口蓋孔

10. Foramen orbitorotundum 10. 眼嵩正円孔
11. OS OCCIPIT ALE 11.後頭骨

12. Foramen magnum 12. 大 F
孔

13. Condylus occipitalis 13. 後頭頼
14. Meatus temporalis et Canalis condylaris 14. 側頭道及び穎管
15. Canalis n. hypoglossi 15. 舌下神経管

16. OS BASISPHENOIDALE 16.底蝶形骨

17. Fossa hypophysialis 17. 下垂体嵩
18. Dorsum sellae 18. 鞍背
19. Foramen ovale 19. 卵円孔
20. Processus pterygoideus 20. 翼状突起
21. OS PRESPHENOIDALE 21.前蝶形骨
22. Sulcus chiasmatis 22. 交叉溝
23. Ala 23. 翼
24. OS PTERYGOIDEUM 24.翼状骨

25. Incisura pterygoidea 25. 翼突切痕

26. OS FRONT ALE 26.前頭骨
2'7. Sinus frontalis 27. 前頭洞

28. Septa sinuum frontalium 28. 前頭洞中隔

29. OS ETHMOIDALE 29.飾骨

30. Lamina cribrosa 30.簡板
31. Crista galli 31.鶏冠
32. Concha nasalis dorsalis 32. 背鼻甲介

33. Concha nasalis media 33. 中鼻甲介

34. VOMER 34.鋤骨

35. OS NASALE 35.鼻骨

36. OS LACRIMALE 36.涙骨

37. Fossa lacrimalis externa 37. 外涙嵩

38. Bulla lacrimalis 38. 涙胞
39. MAXILLA 39.上顎骨
40. Canalis infraorbitalis 40. 眼富下管
41. Foramen maxi11are 41.上顎孔
42. Sinus maxi11aris 42. 上顎洞
43. OS CONCHAE NASALIS VENTRALIS 43.腹鼻甲介骨
44. OS P ALA TINUM 44.口蓋骨
45. OS ZYGOMA TrCUM 45.頬骨
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Os occipitale， os basisphenoidale， os presphenoidale， os ethmoidale and vomer 
of Japanese serow. カモシカの後頭骨，底蝶形骨，前蝶形骨，飾骨，鋤骨

Fig.10. Os 0叫 itale，caudal view. X ca. ~後頭骨，後面 円

Fig.11. Os occipitale and basisphenoidale， rost凶 view. くはす
後頭骨と底蝶形骨，前面

Fig.12. Os 0叫 i仙 andba向 hen仙 le，dorsal view. X予
後頭骨と底蝶形骨，背面

Fig. 13. Os occipitale and basisphenoidale， ventral view. Xヱ
後頭骨と底蝶形骨，腹面 10 

Fig.14. Os presphenoidale， os ethmoidale and vomer， dorsal view. 
前蝶形骨，簡骨，鋤骨，背面

Fig. 15. Os presphenoidale， os ethmoidale and vomer， lateral view. 
前蝶形骨，簡骨，鋤骨，側面
1. OS OCCIPIT ALE 
2. Foramen magnum 
3. Pars basilaris 
4. Tuberculum musculare 
5. Pars lateralis 
6. Squama occipitalis 
7. Margo mastoideus 
8. 乱tIargo parietalis 
9. Squama occipitalis (pars parietalis) 
10. Condylus occipitalis 
11. Canalis condy laris 
12. Canalis n. hypoglossi 
13. Fossa condvlaris dorsalis 
14. Fossa condylaris ventralis 
15. Processus paracondylaris 
16. Protuberantia occipitalis externa 
17. Crista occipitalis externa 
18. Crista nuchae 
19. Crista occipitalis interna 
20. Impressio vermialis 
21. OS BASISPHENOIDALE 
22. Corpus 
23. Fossa hypophysialis 
24. Dorsum sellae 
25. Ala et Fossa piriformis 
26. Facies cerebralis 
27. Foramen ovale 
28. Sulcus nn. ophthalmici ct maxilaris 
29. Processus pterygoideus 
30. OS PRESPHENOIDALE 
31. Corpus 
32. J ugum sphenoidale 
33. Sulcus chiasmatis 
34. Ala 
35. Canalis opticus 
36. OS ETHMOIDALE 
37. Lamina cribrosa 
38. Crista galli 
39. Lamina perpendicularis 
40. Labyrinthus ethmoidalis 
41. Concha nasalis dorsalis 
42. Concha nasalis media 
43. VOMER 
44. Sulcus septalis 
45. Crista vomeris 
46. Ala vomeris 

5
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5
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×

×

 

5 PLATE 

1.後頭骨
2. 大子L
3. 底部
4. 筋結節
5. 外側部
6. 後頭鱗
7. 乳突縁
8. 頭頂縁
9. 後頭鱗(頭頂部〕
10. 後頭頼
11.穎管
12. 舌下神経管
13. 背頼嵩
14. 腹穎富
15. 穎努突起
16. 外後頭隆起
17. 外後頭稜
18. 項稜
19. 内後頭稜
20. 虫圧痕
21.底蝶形骨
22. 体
23. 下垂体寵
24.鞍背
25. 翼及び梨状葉寓
26. 大脳面
27. 卵円孔
28. 眼及び上顎神経溝
29. 翼状突起
30.前蝶形骨
31.体
32. 蝶形骨隆起
33. 交叉溝
34. 翼
35. 視神
36.飾
37. 簡
38. 鶏
39. 垂
40. 飾
41.背
42. 中
43.鋤
44. 中
45. 鋤
46. 鋤

管

板
冠
板
路
介
介

溝
稜
翼

経
骨

迷
甲
甲
骨

直

隔

骨

骨

骨
鼻
鼻
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PLATE 6 
Os temporale， os parietale and os frontale of ]apanese serow. 
カモシカの側頭骨，頭頂骨，前頭骨

5 
Fig.16. Left os temporale， lateral view. X 6 側頭骨(左側)，外側面

5 
Fig.17. Left os temporale， medial view. X 6 側頭骨〈左側)，内側面
Fig.18. Os阿附le，dorsal view. X ca. !頭頂骨，背面

Fig.19. Os阿附比 ventralview ×ca? 頭頂骨，腹面

7 
Fig.20. Right os frontale， medial view. X 10 前頭骨〈右側)，内側面

1 ムー

Fig.21. Left os frontale， lateral view. X ca一 則頭骨(左側)，外側面
'2 

1. OS TEMPORALE 1.側頭骨
2. Pars petrosa 2. 岩様部
3. Processus mastoideus 3. 乳様突起
4. Cana1is facialis 4. 顔面神経管
5. Porus acusticus internus 5. 内耳孔
6. Processus styloioeus 6. 茎状突起
7. Foramen stylomastoideum 7. 茎乳突孔
8. Pars tympanica 8. 鼓室部
9. Porus acusticus externus 9. 外耳孔
10. Processus muscularis 10. 筋突起
11. Bulla tympanica 11.鼓室胞
12. Pars squamosa 12. 鱗部
13. Margo parietalis 13. 頭頂縁
14. Processus occipita1is 14. 後頭突起
15. Margo sphenoida1is 15. 蝶形骨縁
16. Crista temporalis 16. 側頭稜
17. Processus zygomaticus 17. 頬骨突起
18. Tuberculum articulare 18. 関節結節
目 Processusretroarticularis 19. 関節後突起
20. Foramen retroarticulare 20. 関節後孔
21. OS PARIETALE 21.頭頂骨
22. Facies interna 22. 内面
23. Facies externa 23. 外面
24. Margo occipitalis 24. 後頭縁
25. Margo squamosus 25. 鱗縁
26. Margo frontalis 26. 前頭縁
27. Planum parietale 27. 頭頂平面
28. Planum temporale 28. 側頭平面
29. Linea temporalis 29. 側頭線
30. Su1cus sinus sagittalis dorsalis 30. 背矢状洞溝
31. OS FRONT ALE 31.前頭骨
32. Margo supraorbitalis 32. 眼寵上縁
33. Canalis supraorbita1is 33. 眼富上管
34. Incisura ethmoidalis 34. 飾骨切痕
35. Margo nasalis 35. 鼻骨縁
36. Margo parietalis 36. 頭頂縁
37. Processus zygomaticus 37. 頬骨突起
38. Margo sagittalis 38. 矢状縁
39. Processus cornualis 39. 角突起
40. Corona processus cornualis 40. 角突起冠
41. Collum processus cornualis 41.角突起頚
42. Crista orbitotemporalis 42. 眼寵側頭稜
43. Facies orbitalis 43. 眼寵面
44. Fovea trochlearis 44. 滑車窟
45. Foramen ethmoidale 45. 飾骨孔
46. Septa sinuum frontalium 46. 前頭洞中隔
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PLATE 7 

Os incisivum， os nasale， os palatinum and maxilla of Japanese serow. 

カモシカの切歯骨，鼻骨，口蓋骨，上顎骨

Fig.22. Left os incisivum， lateral view. X ca. 1 切歯骨(左側)，外側面

Fig.23. Os nasale， medial view. (upper side) and lateral view. Clower side). 

×す鼻骨，内側面〈上方〉と外側面(下方〉

Fig.24. Left os palatinum， medial view. X ca. 1 口蓋骨(左側)，内側面

Fig.25. Left os palatinum， lateral view. X ca. 1 口蓋骨(左側)，外側面

Fig. 26. Left maxilla， lateral view 川吉上顎骨(左側)，外側面

1 
Fig.27. Left maxilla， medial view. X ca・2 上顎骨〈左側)，内側面

1. OS INCISIVUM 
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2. Corpus ossis incisivi 
3. Processus pa1atinus 
4. Processus nasalis 
5. OS NASALE 
6. Facies externa 
7. Facies in terna 
8. Processus septalis 
9. Crista ethmoidalis 
10. OS PALATINUM 
11. Lamina perpendicularis 
12. Facies nasalis 
13. Facies maxillaris 
14. Inc. et For. sphenopa1atinum 
15. Canalis pa1atinus major 
16. Processus pyramidalis 
17. Crista ethmoidalis 
18. Processus orbitalis 
19. Processus sphenoidalis 
20. Lamina horizontalis 
21. Facies pa1atina 
22. Foramen pa1atinum cauda1e 
23. Crista nasalis 
24. Sinus pa1atinus 
25. MAXILLA 
26. Corpus maxillae 
27. Facies facialis 
28. Tu ber facia1e 
29. Foramen infraorbita1e 
30. Canalis infraorbitalis 
31. Facies pterygopa1atina 
32. Tuber maxillare 
33. Foramen maxillare 
34. Facies nasa1is 
35. Su1cus 1acrimalis 
36. Crista conchalis 
37. Sinus maxillaris 
38. Processus zygomaticus 
39. Processus pa1atinus 
40. Crista nasalis 
41. Processus a1 veo1aris 
42. Margo intera1veo1aris 
43. A1 veoli den ta1es 
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8 

Os zygomaticum， os conchae nasalis ventralis， os pterygoideum and os lacrimale 

of J apanese serow. カモシカの頬骨，腹鼻甲介骨，翼状骨，涙骨

Fig.28. Left os zygomatic肌 lateralview. X ca. ~ 頬骨(左側〉

川?

PLATE 

外側面

内側面頬骨(左側〉

川?
medial view. Left os zygomaticum， Fig.29. 

medial view. 

×ca? medial view. 

Left os conchae nasalis ventralis， 

腹鼻甲介骨(左側)，内側面

Fig.31. Right os pterygoideum， 

翼状骨(右側)，内側面

Fig.32. Left os lacrimale， lateral view. 

Fig.30. 

涙骨(左側)，外側面X c.::l.:j '-'....・10
X c.::l.:j '-'....・ 10 内側面

面

面

起

起

縁

面

面

面

宿

簡

管

胞

を句

涙骨(左側)，

1.頬骨

2. 外側

3. 眼宿

4. 側頭突

5. 前頭突

6. 限簡下

7.腹鼻甲介骨

8.翼状骨

9. 翼突

10.涙骨

11.眼宿

12. 鼻腔

13. 顔

14. 外

15. 涙

16. 涙

17. 俣

medial view. Left os lacrimale， 

1. OS ZYGOMA TICUM 

2. Facies lateralis 

3. Facies or bi talis 

Fig.33. 

一
決
嚢

Processus temporalis 

Processus frontalis 

6. Margo infraorbitalis 

7. OS CONCHAE NASALIS VENTRALIS 

8. OS PTER YGOIDEUM 

9. Hamulus pterygoideus 

10. OS LACRIMALE 

11. Facies orbitalis 

12. Facies nasalis 

13. Facies facialis 

14. Fossa lacrimalis externa 

15. Fossa sacci lacrimalis 

16. Canalis lacrimalis 

17. Bulla lacrimalis 

4. 

5. 
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PLATE 9 

Mandibula and os hyoideum of ]apanese serow. カモシカの下顎骨と舌骨

Fig.34. Mandibula， dorsolateral view. ×ま下顎骨，背外側面

Fig.35. Left mandibula， lateral view. ca手下顎骨(左側)，外側面

Fig.36. Os hyoideum， dorsolateral and somewhat cranial view. ×一1一3 
舌骨，背外側面やや前方

1. MANDIBULA 1.下 顎 A 同

2. Corpus mandi bulae 2. 下 顎 体

3. Pars incisi va 3. 切 歯 部

4. Angulus menta1is 4. オ トガイ角

5. Pars molaris 5. 臼 歯 部

6. Incisura vasorum facialium 6. 顔面血管切痕

7. Foramen mentale 7. オ トガイ孔

8. Facies buccalis 8. 頬 面

9. Facies lingualis 9. 舌 面

10. Linea mylohyoidea 10. 顎舌骨筋線

11. Margo interalveolaris 11. 槽 間 縁

12. Ram us mandi bulae 12. 下 顎 枝

13. Augulus mandibulae 13. 下 顎 角

14. Fossa masseterica 14. 吸 筋 簡

15. Fossa pterygoidea 15. 翼 nプbミこ 筋 簡

16. Caput mandibulae 16. 下 顎 頭

17. Collum mandibulae 17. 下 顎 頚

18. Processus coronoideus 18. 筋 nブbミ 起

19. Incisura mandibulae 19. 下 顎 切 痕

20. Foramen mandibulae 20. 下 顎 孔

21. Processus condylaris 21. 関 節 nフbミこ 起

22. Su1cus mylohyoideus 22. 顎舌骨筋神経溝

23. OS HYOIDEUM 23.舌 tf日亘千

24. Basihyoideum [Corpus] 24. 底 舌 骨(体〉

25. Ceratohyoideum [Cornu minus] 25. 角舌骨(小角)

26. Thyrohyoideum 26. 甲 状 舌 骨

[Thyreo-， Cornu majus] (大角〉

27. Epihyoideum 27. 上 舌 ，同田，

28. Stylohyoideum 28. 茎 状 舌 tf伺!!.. 
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Studies on the Skeleton of Japanese Serows (Cαpricornis cris pus) 

IV. Bones of the Head (cranial and facial bones) 

By Shinichi MATSUO and Yoshiomi MORISHITA 

Laboratory of Functional Anatomy， Faculty of Agriculture， Shinshu University 

Summary 

The bones of the head were investigated， following the reports on the 

skeleton of the appendicular and the trunk of the Japanese serow (J. Fac. 

Agric.， Shinshu Univ. vo1. 20， 173;1983， vo1. 21， 59 and 119;1984). 

1. The Nomina Anatomica Veterinaria 2nd Ed. (1972) divides the skull into 

the cranial and the facial bones. The cranial bones of the J apanese serow 

were composed of the occipital， interparietal， basisphenoid， presphenoid， 

pterygoid， temporal， parietal， frontal， ethomoid and vomer. The facial bones 

of the animal were composed of the nasal， ventral nasal concha， maxilla， 

lacrimal， incisive (premaxilla)， palatine， zygomatic， mandibule and hyoid. 

2. In both male and femal Japanese serows， the skull had relatively small 

paired horns (cornual process of the frontal bones). The cranial vau1t of the 

Japanese serow was very thin dipoe， whi1e that of the domestic goat was 

thick. The breath across the zygomatic arch was the widest in the skull of 

the Japanese serow. The position of the orbital cavity in the skul1 of the 

Japanese serow was more rostral part than that of the domestic sheep. The 

sutures in the skull of the Japanese serow were a more serrated appearance 

than they did in the domestic goat and sheep. 

3. The cranial bones of the Japanese serow were distinguished from those 

of the domestic goat and sheep in the following points: Occipital Bone; squa-

mous part， nuchal crest， external occipital protuberance， external occipital 

crest， foramen magnum， occipital condyles， paracondyloid process (jugular 

process was used on many anatomical textbooks of the domestic animals)， 

muscular tuberc1es. Presphenoid and Basisphenoid Bones; ala， optic groove， 

optic canal， sella turcica， dorsum sellae， foramen ovale， foramen orbitorotundum. 

Pterygoid Bone; pterygoid incisure， hamulus. Temporal Bone; petrous part， 

mastoid process， tympanic bulla， external acoustic meatus， foramen lacerum， 

temporal crest， zygomatic process， mandibula fossa. Parietal Bone; temporal 

line， su1cus sinus sagittalis dorsalis. Frontal Bone; cornual process， nasal margin. 

Ethmoid Bone; crista galli， middle nasal concha. V omer; length. 
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4. The facial bones of the ]apanese serow were distinguished from those 

of the domestic goat and sheep in the following points: Nasal Bone; length， 

suture with maxilla， occasionally two parts by deep notch in the anterior end. 

Lacrimal Bone; externallacrimal fossa (infraorbital fossa)， lacrimal bulla. Maxi-

lla; facial tuberosity， foramen infraorbitale， suture with incisi bone， palatine 

process. Ventral Nasal Conchal Bone; size. Incisi Bone; palatine process. Palatine 

Bone; sphenopalatine notch， major and minor palatine foramina. Zygomatic 

Bone; an tero・ventralborderof orbita. Mandibula; mental foramen， mandibular 

tuberosity (near the junction of the body and the rami)， mandibular rami， 

coronoid process，、 condyloidprocess， mandibular head (caput mandibulae)， 

mandi bular foramen. 

5. The canals and foramina in the skull of the ]apanese serow，were inves-

tigated as follows: Occipital Bone; foramen magnum， canalis nervi hypoglossi， 

canalis condylaris， foramen mastoideum， foramen jugulare. Presphenoid and 

Basisphenoid Bones; foramen ovale， foramen orbitorotundum， canalis opticus. 

Temporal Bone; foramen lacerum， meatus temporalis， foramen retroarticulare， 

porus acusticus externus， porus acusticus internus， canalis musculotubarius， 

foramen stylomastoideum， canalis facialis， canaliculus tympanicus. Frontal 

Bone; foramen ethmoidale， foramen supraorbitale， canalis supraorbitalis. Eth同

moid Bone; lamina cribrosa (cribriform foramina). Lacrimal Bone; foramen 

lacrimale， canalis lacrimalis. Maxilla; foramen infraorbitale， canalis infra-

orbitalis， canalis alveolaris， foramina alveolaria， foramen maxillar・e. Palatine 

Bone; foramen palatinum caudale， foramen palatinum majus， canalis palatinus 

major， choanae， canalis nasolacrimalis， foramen sphenopalatinum， foramina 

palatina minora. Mandibula; foramen mandibulae， canalis mandibulae， foramen 

mentale. The foramen lacerum in the skull of the ]apanese serow was presented 

obviously， whi1e the foramen was absent in the dom~stic goat， sheep and catt1e 

on the Nomina Anatomica Veterinaria. 

In this study， an anatomical investigation and the first skeletal at1as of the 

]apanese serow were completed. The nomenc1ature was based on the Nomina 

Anatomica Veterinaria ]aponica (1981). 
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